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１ ．はじめに
　能海寛は，中国滞在中にも故郷波佐村の親族知人をはじめ，日本との間で多数の書簡をやりとり
しており，その思想・活動を知る基礎資料となっている。上海などの主要都市からだけではなく，
四川や雲南といった中国の内陸奥地より，当時どのように手紙を送ることができたのか。本報告で
は，こうした能海の日本との書簡のやりとりを可能にした背景として，当時の中国における郵便事
情を，『能海寛著作集』（以下『著作集』）に収録された書簡を題材として明らかにすることとしたい。
２ ．清末中国における近代郵便事業
　古代より駅伝制度などの文書逓送システムが発達してきた中国だが，近代的な郵便事業は，清朝
末期より次の 2 種類の形態で展開を見ていった。
　まず最初に出現したのは，「客郵」と称される諸外国の在華郵便事業である（ 1 ）。アヘン戦争以後，
上海など中国各地が開港されるとともに，それらの開港場には租界が設定され，中国側の統治権が
及ばない治外法権区域として存在していった。その租界に開設された各国の領事館や，居留する外
国人の本国との通信手段として，英国をはじめとする列強諸国の郵便事業が中国に進出していった
のである。これらの客郵は，1922年のワシントン条約で撤廃が取り決められるまで，各地の租界等
に郵便局を開設して営業を展開した。日本も，1876年より上海等に郵便局を開設し，沿海部や長江
中下流・満洲の開港場・鉄道附属地を対象に増設していった（ 2 ）。
　一方，中国側では清朝による国家郵政事業が，1870 年代以降段階的に整備されていった（ 3 ）。最
初に1878年設立されたのが，「撥駟達（Post）書信館」と称された海関による郵政事業である。「海
関」すなわち税関の管理をめぐっては，1850年代に外国人税務司制度が確立され，欧米人（後には
日本人も）を雇用して管理に当たらせる体制がとられていった。その最高責任者として設置された
海関総税務司は，1865年以降，北京駐在の各国外交官からの文書伝達を代行するようになり，北京
と海関の設置された各地の開港場とを結ぶ逓信ネットワークを整備していった。これを活用する形
で，まず開港場を結ぶネットワークで海関による郵政事業が発足し，そしてそれを基礎として，
1896年に正式の国家郵政事業たる「大清郵政」が設立された。運営体制は，海関総税務司のロバー
ト・ハートが総責任者の総郵政司を兼務することで，実質的に海関への付属が維持されたが，事業
対象は開港場から全国各地へと拡大され，内陸部へも郵便局が開設されていった。
３ ．能海寛の書簡から見た中国奥地より日本への郵便事情
　次に能海の書簡から，当時どのように郵便を使用して中国から日本へと配達されたのかを見るこ
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ととしたい。その手掛かりとなるのは，表面に貼られた切手と押された消印であり（ 4 ），本稿では，
その読み取りが可能な 2 通の書簡を事例として分析することとする。
①明治31年11月30日付漢口発波佐村小林久太郎宛葉書（『著作集』第 9 巻400頁）
　同書簡は，大日本帝国郵便外信用 2 銭はがきを使用して投函されている。消印は，まず切手にか
わり料金などを表記している「料額印面」上に押されており，全文を明確に読み取ることはできな
いが，1898年12月の日付は確認できる。形状から在華日本郵便局で押された「年号二字欧文日付印」
であることも確認でき，漢口局であろうと推測される。宛名下部には，神戸局と石見波佐局の消印
が重なるように押されており，日付は後者のみが判読できるが，これから以下のような配達ルート
であったことが解明された。
日本郵便漢口局投函→神戸局→12/12石見波佐局→配達
②明治32年 6 月10日付打箭爐発波佐村浄蓮寺宛封書（『著作集』第 9 巻115頁）
　同書簡は，封筒に以下の 2 種類の切手を貼って投函されている。まず左側には，大清郵政発行の
「壹角郵票」1 枚が貼られ，その上に重慶局の消印が押されている。大清郵政の消印は，このほか同
局のものがもう 1 か所右上に，上海局のものが左中に押されている。一方，右下には，大日本帝国
郵便発行の「 5 銭切手」1 枚が貼られ，その上に上海局の消印が押されている。日本郵便の消印は，
このほか長崎局のものが左下に「丸一型日付印」と「年号二字欧文日付印」の 2 種類それぞれが，
石見波佐局と浜田局のものが右中に押されており，これから以下のような配達ルートであったこと
が解明された。
6 /10 大清郵政重慶局投函→ 6 /23 上海局逓送＝日本郵便上海局伝達→ 7 /25 長崎局→ 7 /27 浜田局
図 １　書簡① 図 ２　書簡②
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→ 7 /28石見波佐局→配達
　以上の 2 通の書簡を事例として，当時の中国から日本への郵便物配達にあたっては，以下のよう
な 2 種類のルートがとられていたことが指摘できる。
・日本郵便局開設地（上海・漢口等）：日本郵便により逓送＝日系汽船航路を使用
・日本郵便局未開設地（重慶等）：大清郵政により逓送→上海で日本郵便へ引渡し
　上海や漢口へは，この頃までに三菱汽船や大阪商船が航路を開設しており，日本との郵便物輸送
を担っていたのに対し，重慶は 1891年に開港場となった後も（ 5 ），外国汽船の航路開設は三峡の険
を経由することもあって遅れた。本格的な開設は20世紀に入るころからであり，それまでは重慶へ
の遡上は，従来からの中国船による輸送に頼らざるを得なかった。能海もこうした船を利用して四
川入りを果たしたのだが，日本郵便の重慶進出は実現せず，同地との手紙のやりとりは，1897年に
開設された大清郵政局の陸路輸送に頼って行われていった。そして，同年に成立した大清郵政の各
国郵便との郵便物交換取扱協定により，未だ万国郵便連合へは加盟する前であったものの，日本な
どとの郵便物の伝達もスムーズに行われ（ 6 ），能海が中国から投函した手紙は確実に日本へと配達
されていったのである。
４ ．おわりに
　中国滞在中の能海と本国とを結び付けた郵便ネットワークは，以上に述べたように日中両国の近
代郵便事業が円滑に業務を展開し，連係することで，郵便配達サービスを提供していった。今回は，
その一端を伺い知ることができたが，よりチベットに近い奥地へと進むにつれ，大清郵政の郵便局
所在地からも遠ざかり，その場合は利用の困難性も深まっていったと考えられる。そうした状況に
ついては，今後の分析課題としたい。
（ 1 ） 徐雪霞『近代中国的郵政』（台北，私立東呉大学中国学術著作奨助委員会，1992年）16~52頁。
（ 2 ） 日本による中国各地への郵便局開設の具体的時期については，前掲徐『近代中国的郵政』28頁等にも
記載があるが，山崎好是編『郵便消印百科事典』（鳴美，2007年）529頁掲載の一覧表が，日付に若干
の誤記があるものの，より詳細な経過を示すものとなっている。
（ 3 ） 前掲徐『近代中国的郵政』98~132頁。
（ 4 ） 切手および消印の判読には，以下の文献を参照した。前掲山崎編『郵便消印百科事典』，日本郵趣協
会『ビジュアル日本切手カタログ Vol.4 普通切手編』（郵趣サービス社，2015年），『中国清代郵票目録』
（中国集郵出版社，1988年），『中国郵票全集　清代巻・中華民国巻』（北京燕山出版社，1988年）。
（ 5 ） これにより，1896年には日本領事館が開設され，1901年には日本租界も設置された。以下，当時の重
慶の交通事情等については，鄧小琴編著『近代川江航運簡史』（重慶地方史資料組，1982年）を参照。
（ 6 ） 前掲徐『近代中国的郵政』176頁。なお，万国郵便連合の加盟国同士であれば相手国の切手貼付は不要
であるが，当時は先に見たように中国側から各国へ送る際には双方の切手を貼るという手間が必要で
あった。
（東洋大学教授／研究員）
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